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災 害 時 の 被 災 状 況 を
ツイッターなどの活用により
市民から直接情報収集する考えは

更なる節電のために
家電製品の消費電力等を
新たに周知する考えは

市民からの情報を活用する
新たな情報収集方法の検討も
大 切 と 認 識 し て い る

分かりやすい節電の
案内作成を進めていきたい

自
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す
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は
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す
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引
き
続
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研
究
し
て
い
き
た
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先
進
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研
究
す
る
な
ど
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定
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検
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き
た
い
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第
38
号
議
案

府
中
市
総
合
計
画
条
例

第
40
号
議
案

府
中
市
合
流
式
下
水
道
改
善
施
設
設
置
業

務
委
託
契
約

　
こ
の
議
案
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年

８
月
に
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
、
総
合
計
画
に
お
け
る
市
町
村
の
基
本

構
想
策
定
義
務
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
府

中
市
総
合
計
画
審
議
会
に
対
し
て
諮
問
し
た
「
総

合
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
に
つ
い
て
の

答
申
が
あ
っ
た
た
め
、
総
合
計
画
の
位
置
付
け
や

策
定
方
針
等
を
定
め
、
策
定
根
拠
を
明
確
に
す
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
総
合
計
画
の
構
成
、
位

置
付
け
、
策
定
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
策
定
等
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
に
対
し
て
策
定
へ
の
過
程
を
明
確
に
す

る
。
ま
た
、
市
民
の
参
加
を
進
め
、
市
民
の
理
解

と
協
力
の
も
と
に
総
合
計
画
の
策
定
を
行
い
、
施

策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」「
総

合
計
画
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
で

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
多
磨
町
２
丁
目
25
番
地

で
市
合
流
式
下
水
道
改
善
施
設
に
係
る
工
事
を
含

む
業
務
を
委
託
す
る
も
の

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
、「
本
事
業
は
、
雨
天
時

に
合
流
式
下
水
道
の
未
処
理
下
水
の
一
部
が
公
共

用
水
域
へ
放
流
さ
れ
る
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

合
流
式
下
水
道
の
改
善
施
設
を
設
置
す
る
も
の
で
、

現
在
、
財
団
法
人
東
京
都
新
都
市
建
設
公
社
と
概

算
金
額
２
億
６
０
４
０
万
円
で
仮
契
約
を
締
結
し

て
い
る
」「
契
約
の
期
間
は
、
契
約
確
定
日
の
翌

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
25
日
ま
で
で
あ
る
」等
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
野
川
の
水
質
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
で
あ
る
Ｂ
Ｏ

Ｄ
の
暫
定
値
が
70
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
が
、
合

流
改
善
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
分
流
式
下
水
道
並

み
の
40
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
に
な
る
予
定
で
あ
る
」

構
成
す
る
」「
総
合
計
画
の
策
定
、
変
更
に
当
た
っ

て
は
、
附
属
機
関
に
諮
問
す
る
も
の
と
し
、
諮
問

に
応
じ
て
調
査
、
審
議
す
る
た
め
、
府
中
市
総
合

計
画
審
議
会
を
置
く
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
第
５
次
総
合
計
画
の
施
策
部

分
と
事
業
実
施
計
画
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
、
各

施
策
の
事
業
展
開
を
明
確
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、

財
政
見
込
み
と
連
動
し
た
計
画
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
」「
審
議
会
の
回
数
は
10
回
程
度
を

考
え
て
お
り
、
審
議
会
等
に
向
け
、
市
民
検
討
協

議
会
で
出
た
意
見
を
集
約
し
て
い
る
」「
市
民
と
共

に
策
定
し
て
い
く
点
を
明
確
に
し
た
こ
と
な
ど
が

同
条
例
の
特
徴
で
あ
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
基
本
構
想
期
間
が
８
年
に
変
更

さ
れ
、
２
年
ご
と
に
審
議
会
を
開
催
し
な
が
ら
基

本
計
画
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
柔
軟
に
対

応
で
き
る
状
況
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
で

あ
る
と
思
う
。
よ
り
良
い
基
本
計
画
や
基
本
構
想

の
策
定
を
お
願
い
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」等
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議

な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

「
工
事
は
原
則
と
し
て
平
日
に
行
う
予
定
で
あ
る
」

「
本
事
業
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
利
用

し
て
お
り
、
財
源
は
、
国
庫
補
助
金
、
都
補
助
金
、

起
債
と
一
般
財
源
を
予
定
し
て
い
る
」「
同
公
社

は
武
蔵
野
市
で
同
様
の
工
事
を
行
う
な
ど
、
多
摩

地
域
で
の
実
績
が
あ
る
た
め
、
今
回
随
意
契
約
を

行
っ
た
」「
本
市
で
は
同
様
の
工
事
を
過
去
に
行
っ

た
事
例
が
な
い
た
め
、
市
で
対
応
す
る
に
は
、
職

員
の
技
術
面
の
向
上
な
ど
、
時
間
や
人
材
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
業
務
委
託
と
し
て
い

る
」「
工
事
現
場
は
万
能
鋼
板
と
い
う
し
っ
か
り

と
し
た
板
で
囲
み
、
夜
間
や
休
日
に
一
般
の
方
が

入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
万
全
な
体
制
で
工

事
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
」「
工
事
を
行
う

業
者
は
、
同
公
社
が
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
業
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
地

元
業
者
を
優
先
す
る
よ
う
、
同
公
社
に
伝
え
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議

な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

西
村
　
陸
議
員（
公
明
）　
災
害
時

に
は
発
災
か
ら
の
経
過
段
階
（
災

害
ス
テ
ー
ジ
）
に
応
じ
て
、
発
信
・

受
信
者
と
も
に
情
報
へ
の
ニ
ー
ズ

が
変
化
し
て
い
く
と
思
う
。

吉
村
　
文
明
議
員（
公
明
）　
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
発
電
所
等
が

被
害
を
受
け
、
節
電
の
取
組
が
求

め
ら
れ
て
き
た
が
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
の
利
用
控
え
に
よ
る
熱
中
症
患

者
の
増
大
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

　
更
な
る
節
電
の
取
組
が
重
要
と

思
う
が
、
市
民
に
対
し
、
家
電
製

品
の
消
費
電
力
や
節
電
の
要
旨
等

を
新
た
に
周
知
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長
　
家
電
製
品
の
消

費
電
力
等
に
つ
い
て
は
、
国
や
都

の
案
内
な
ど
を
活
用
し
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
き

　
そ
こ
で
、
各
災
害
ス
テ
ー
ジ
に

お
け
る
現
場
か
ら
の
情
報
収
集
の

方
法
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

環
境
安
全
部
長
　
電
話
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
消
防
署
と
の
情
報
連

絡
体
制
等
、
そ
の
時
点
で
最
も
利

便
性
の
高
い
手
段
を
選
択
し
て
い

く
。
ま
た
、
市
職
員
に
よ
る
現
場

確
認
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
震

度
５
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
に
お

い
て
は
、
初
動
班
職
員
が
避
難
施

設
か
ら
無
線
に
よ
り
災
害
対
策
本

部
へ
情
報
提
供
を
行
う
。

議
員
　
メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等

を
利
用
し
、
市
民
か
ら
直
接
被
災

情
報
を
得
る
な
ど
補
完
的
な
対
策

も
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

政
策
総
務
部
長
　
市
民
か

ら
の
有
益
な
情
報
を
活
用

し
た
新
た
な
情
報
収
集
方

法
等
の
検
討
も
大
切
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

他 

府
中
市
美
術
館
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決

に
つ
い
て

た
。
今
後
は
よ
り
分
か
り
や
す
い

案
内
の
作
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
民
へ
の
周
知
で
は
、
ど

の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ
て
い
く

の
か
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長
　
熱
中
症
対
策
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
あ
わ
せ
、
費
用

の
掛
か
ら
な
い
対
策
と
し
て
、
打

ち
水
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
継
続
し
て
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
よ
し
ず
、
す
だ
れ
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
に
つ
い
て
も
普
及
啓
発
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

奈
良
﨑
　
久
和
議
員（
公
明
）　
自

殺
予
防
対
策
と
し
て
、
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
で
ス
ト
レ
ス
の
度
合

い
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
を
本
市
で
導
入

す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
国

分
寺
市
や
青
梅
市
な
ど
で
導
入
し

て
お
り
、
導
入
し
た
市
の
状
況
を

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
う
つ
病
対
策
の
情
報
提
供

を
行
う
に
当
た
り
、
携
帯
電
話
を

活
用
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る

遠
田
　
宗
雄
議
員（
公
明
）

防
災

や
防
犯
の
観
点
か
ら
、
空
き
家
へ

の
対
策
が
必
要
と
思
う
が
、
空
き

家
対
策
条
例
の
制
定
を
検
討
で
き

な
い
か
。

環
境
安
全
部
長
　
本
市
で
は
、
荒

廃
し
た
空
き
家
を
把
握
す
る
た
め

に
委
託
調
査
を
行
い
、
家
屋
の
状

態
に
よ
っ
て
は
所
有
者
に
対
し
て

適
正
な
管
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
今
後
、
先
進
事
例
を
研
究
す
る

な
ど
、
関
係
部
署
が
一
体
と
な
っ

て
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
中
で
、

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

た
め
の
精
神
療
法
で
あ
る
認
知
行

動
療
法
を
市
民
に
周
知
し
て
い
く

取
組
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
う
つ
病
対
策
に

つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
か
ら
も
利

用
で
き
る
国
の
サ
イ
ト
の
活
用
と

あ
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
認
知
行
動
療
法
に
つ
い

て
は
、
情
報
発
信
の
一
環
と
し
て
、

23
年
度
に
市
民
向
け
の
講
演
会
を

開
催
し
て
い
る
。

他
災
害
時
な
ど
学
校
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
（
子
ど
も
の
命
を
守
り
、信
頼
と
安

心
の
構
築
の
た
め
に
）

議
員
　
防
災
・
減
災
の
取
組
を
進

め
る
に
は
、
公
共
施
設
の
多
機
能

化
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
防
災
機
能
や
維
持
管

理
コ
ス
ト
な
ど
の
観
点
か
ら
、
公

共
施
設
の
役
割
を
再
考
し
、
長
期

的
に
公
的
不
動
産
の
活
用
を
図
っ

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

政
策
総
務
部
長
　
本
市
で
は
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
防
災
機
能
な
ど
の
多

角
的
な
視
点
を
持
っ
て
施
設
の
有

効
活
用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

▲緑のカーテンによる節電の取組

※�本定例会では、文教委員会及び厚生経済委
員会に付託された議案はありませんでした。


